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   Within a period of 2 years, 2 cases of prolapsing ureterocele (females aged 19 and 
16 years) were seen in fairly close succession. In the 2nd case, radiological examina-
tion revealed double pelvis and ureter on the affected side and stone was found in the 
prolapsed ureterocele. Transvesical resection was carried out in each patients. The 
results of treatment were quite satisfactory.
尿管瘤 は,既 に今 日に於 ては,症 例 報告をす
る程 に珍 らしいものではない,し か し,そ の外
尿道 口か らの脱出例 は,勿 論女子 に限 ることで
はあるが,今 日で も欧米 の専門雑誌 にも症例 報
告を見 る位 で,比 較的稀 な ものである.そ して




Glanton(1953)は丈献 の46例に1症 例 を追加
して発表 している程度で ある.OrrandGlan-
tonの報 告以来 の外国文献か ら,我,}〈hiLaird
(1954),Gummessetal(1955)及びWiley
(1957)の各1例 の報告 を数 え得 た.
我 国 の丈献 を見 ると,そ の確 実な報告例 は更
に少 く,僅 か に尾形(1923)及 び足立 鈴木
(1949)(向山があ と で詳細 に 報告)の 各1
働 合計2例 が あるばか りで ある,
以上 は確 実な尿管瘤 の尿道外脱 出の症例報告
であつて,実 際 には見落 され てい る多 くの症例
があろ う.し か し,多 数例 の泌 尿器科患者 を取
扱 う教室で も,常 時見 られ る程 に多い ものでは
ない.Campbel1(1951)の経験 した小児 の80
例,94個 の尿管瘤 の うちで脱出 した ものは僅 か
に6例 にす ぎない.我7〈の教 室では過去2年 間
に相 次いで2例 の症例 に接 した.こ こにその症










く,排尿は長時聞 を要し,時 には中絶す る様になっ
馬場,児K,白 井,塩 岡一尿管瘤の膀胱外脱出の2例
た.また排尿後も尚尿意を催すことがあった.同 年10




























尿所見二藁黄色,清 澄,蛋 白弱陽性,糖陰性,ウ ロビ
リノーゲソ正常.沈 渣には全視野に数個の白血球及び































膀胱壁を腸線で縫 合した.腹 壁創にゴム ドレーy1本
を挿入 してから,2層 に縫合した.更 に外尿道ロが開































































































この第2の 症例 では,重 複 腎孟 及尿管 と云 う
他 の上部 尿路 碕型 と結 石 の合併 と云 う点 で興味
があ る.尿 管瘤 が碕型 の一 つで あるか ら,他 の
崎型を伴 う事は少 くない.即 ち,Patch(1926)
及 びLavandera(1921)によれ ば,本 症 には50
%に 他 の泌尿生殖 器碕型 が認 め られ ている.ま
たThompsonandGreeneの報 告 してい る
MayoClinicの37例の うち7例 ,即 ち24%に,
Gummesseta1の11例の うち9例 に崎型が あ
る.こ の うちで も重複腎孟及尿管 は最 も多いも
ので,大 越 の集 めた48例中の4例 に,落 合の16
例 の中 には3例 に,ThompsonandGreene
の37例の中には6例 に これが見 られた.
結 石 の発生 も,本 症 の場 合の上部 尿路 に於け
る尿停 滞及 び細 菌感 染 の結果 か ら容易に考 え ら
れ る合 併症 であ る.ThompsonalldGr㏄11e
の37例の中には2例 に,Campbe11の94の尿管
瘤 の うちの6例 に,大 越 の集 めた48例中では15
例 に,落 合 の16例のうち には5例 に結石 の合併
が見 られてい る.こ れ ら結石 の介在部が瘤部に
あ ることが多い もので,Campbellの6例中4
例 が,大 越 の15例中8例 が,落 合 の5例 中2例
がそれ である.我 々の症例 の様 に脱 出瘤中に結
馬場,児 玉,白 井,塩 岡一尿管瘤め膀胱外脱出の2例
石 のある ことは比較 的 に少 ないものの様 で,最
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第6図
第2例 の手術所見 ・膀胱を開き,左尿管口よ
り発生し尿道外に出ている嚢腫を示す
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第7図
第2例の捌除標本及びその中にあった結石
第5図
第2例の術前の排泄性腎孟像
